
１
月
８
日
、
屋
久
杉
自
然
館
に

て
、
落
下
す
る
危
険
が
あ
る
た
め

切
り
離
さ
れ
た
「
紀
元
杉
の
枝
引

き
渡
し
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
枝
の
公
開
に
当
た
り
、

米
田
森
林
管
理
署
長
は
、
「
屋
久

島
や
森
林
に
つ
い
て
、
そ
の
成
り

立
ち
や
現
状
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
く
と
も
に
、
貴
重
な
生
態
系

や
自
然
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ん

で
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
、
除
幕
と

な
り
ま
し
た
。

紀
元
杉
は
、
縄
文
杉
と
と
も
に

著
名
屋
久
杉
の
一
つ
と
し
て
親
し

ま
れ
て
お
り
、
安
房
林
道
を
通
る

バ
ス
路
線
の
終
点
に
あ
る
た
め
、

気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
推
定
樹
齢
は
３
千
年
と
言
わ

れ
て
お
り
、
最
上
部
の
白
骨
化
し

た
枝
（
切
り
離
さ
れ
た
枝
）
が
特

徴
的
で
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
３
月
、
屋
久
島

自
然
休
養
林
の
管
理
・
運
営
を
行

っ
て
い
る
、
屋
久
島
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
保
護
管
理
協
議
会
が

行
っ
た
危
険
木
調
査
に
お
い
て
、

枝
の
一
部
が
い
つ
落
下
す
る
か
分

か
ら
な
い
危
険
な
状
況
に
あ
る
と

判
断
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

同
年
４
月
、
高
木
登
攀
技
術
者
の

こ
う
ぼ
く
と
う
は
ん

資
格
を
持
つ
樹
木
医
の
チ
ー
ム
に

よ
っ
て
切
り
離
さ
れ
、
無
事
、
地

上
に
降
ろ
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
枝
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
平
成

年
に
雪
の
重
み
で
落
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下
し
た
縄
文
杉
の
枝
と
同
様
、
環

境
学
習
等
へ
の
有
効
活
用
を
図

り
、
来
館
者
へ
の
普
及
啓
発
に
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
屋
久

杉
自
然
館
で
公
開
・
展
示
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
て

い
る
枝
は
、
幅

～

㌢
、
長
さ

60

80

１
５
０
㌢
、
重
さ
約

㌔
。
切
り

50

離
さ
れ
る
前
の
地
上
か
ら
見
た
状

態
で
置
か
れ
、
裏
側
も
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
長
年
風
雪
に

耐
え
、
白
骨
化
し
た
模
様
と
切
断

部
の
年
輪
を
観
賞
す
れ
ば
、
屋
久

杉
の
神
秘
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

な
お
、
同
館
で
は
平
成

年
の

25

特
別
展
と
し
て
、
「
受
け
つ
が
れ

る
命
～
屋
久
杉
展
～
」
「
森
と
と

も
に
生
き
た
人
々
～
小
杉
谷
・
石

塚
の
半
世
紀
～
」
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
屋
久
杉
と
人
と
の
関
わ
り

を
学
べ
る
展
示
が
森
（
盛
り
）
だ

く
さ
ん
で
す
。

昨
年
９
月
、
小
瀬
田
森
林
事
務

所
に
お
い
て
、
小
瀬
田
集
落
を
対

象
と
し
た
森
林
管
理
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
人
工
林
の

整
備
方
針
を
考
え
る
上
で
、
地
域

の
特
性
を
理
解
し
、
住
民
の
森
林

に
対
す
る
期
待
や
望
ん
で
い
る
森

林
の
姿
を
把
握
す
る
こ
と
が
目
的

で
す
。

調
査
の
結
果
、
「
森
林
が
持
つ

機
能
の
重
要
度
（
グ
ラ
フ
①
）
」

に
つ
い
て
、
最
も
評
価
が
高
か
っ

た
の
は
「
山
地
災
害
防
止
機
能
」

で
し
た
。
ま
た
、
「
将
来
的
に
最

も
期
待
す
る
森
林
の
姿
（
グ
ラ
フ

②
）
」
に
つ
い
て
、
最
も
評
価
が

高
か
っ
た
の
は
「
保
水
力
が
高
く

山
崩
れ
に
強
い
森
林
」
と
い
う
意

見
が
多
く
得
ら
れ
ま
し
た
。

従
っ
て
、
人
工
林
に
つ
い
て
も

適
切
な
森
林
整
備
を
確
実
に
行
う

こ
と
や
、
広
葉
樹
の
導
入
を
図
り

混
交
林
化
を
目
指
す
等
、
保
水
力

の
確
保
や
土
砂
崩
壊
を
防
ぐ
機
能

を
高
め
る
た
め
の
森
林
管
理
を
行

う
こ
と
が
重
要
だ
と
、
認
識
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
改
め
て
分
か
り
ま

し
た
。現
在
の
森
林
を
見
た
と
き
、

今
後
の
課
題
と
し
て
、
い
か
に
し

て
そ
の
目
的
に
沿
っ
た
森
林
の
育

成
管
理
を
進
め
る
か
が
、
改
め
て

問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で

す
。こ

の
度
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
住
民
の
皆

様
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
地
域
の
要
望
を
把
握
す
る
取

り
組
み
は
今
後
も
継
続
的
に
進
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

多様な動植物が生息する森林

保水力が高く、山崩れに強い森林

散策や教育などレクリエーション目的で

利用できる森林

木材生産など経済に貢献する森林

山菜や薪炭材を生産できる森林

手をつけず自然の推移にまかせる

そう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない そう思わない 不明

「
紀
元
杉
の
枝
」
屋
久
杉
自
然
館
に
て
公
開

屋久島の植物

カタバミ
（カタバミ科）

日
本
全
土
の
道
ば
た
や
庭
な

ど
に
多
い
多
年
草
。
茎
は
根
元

か
ら
何
本
も
出
て
地
を
這
い
、

直
立
し
た
柄
を
も
つ
葉
を
互
生

す
る
。
葉
柄
の
先
に
は
、
３
枚

の
ハ
ー
ト
型
の
小
葉
が
つ
く
。

花
は
黄
色
で
８
㍉
ほ
ど
の
大
き

さ
で
あ
る
。

花
期

ほ
ぼ
１
年
中

洋上アルプス NO.215

除幕された紀元杉の枝

平成２５年２月５日
林野庁屋久島森林環境保全センター発行
鹿児島県熊毛郡屋久島町宮之浦1577-1
TEL0997-42-0331 FAX0997-42-0333

ホームページアドレス http://www.rinya.maff.go.jp/kyusyu/yakusima_hozen_c/

0% 20% 40% 60% 80% 100%

二酸化炭素吸収機能

山地災害防止機能

保水機能

空気浄化、騒音軽減機能

癒しの機能
教育の場としての機能

野生生物の生息の場としての機能

木材生産機能

きのこや山菜を生産する機能

観光場所としての機能

たいへん重要 まあまあ重要 あまり重要でない 全く重要でない 不明

グラフ① 森林が持つ機能の重要度

グラフ② 将来の森林の姿への評価



昨
年

月
、
九
州
森
林
管
理
局
森
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林
技
術
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
簡
易

な
シ
カ
捕
獲
技
術
「
巾
着
式
網
箱
罠
」

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
安

房
公
民
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
箱
罠
」
と
は
、
野
生
動
物
を
捕

獲
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
箱
状
の

罠
で
あ
り
、
有
害
鳥
獣
と
し
て
捕
獲

の
必
要
な
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
対
し
て
も

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一

般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
箱
罠
は
、

鉄
製
で
重
量
が
あ
り
、
価
格
も
５
～

万
円
と
高
価
で
す
。
ま
た
、
組
み

10立
て
と
設
置
に
は
、
３
～
４
人
程
度

の
人
手
が
必
要
で
あ
り
、
設
置
場
所

が
車
の
入
れ
る
箇
所
に
限
定
さ
れ
る

と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の

課
題
を
改
善
す
る
べ
く
、
で
き
る
限

り
の
軽
量
化
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
化
・
低

コ
ス
ト
化
を
目
指
し
、
新
た
な
箱
罠

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
１
人
で
も
運
搬
・
設
置
が

可
能
で
あ
り
、
材
料
費
も
１
万
円
以

下
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
、「
巾

着
式
網
箱
罠
」
を
開
発
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
シ
カ
被

害
対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
各
地
に

お
い
て
、
新
た
な
箱
罠
の
紹
介
と
普

及
を
兼
ね
た
、「
巾
着
式
網
は
こ
わ

な
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
島
内
か
ら
猟
友
会
会
員

の
皆
様
を
は
じ
め
、
鳥
獣
保
護
に
携

わ
る
行
政
関
係
者
等
約

名
が
参
加

60

し
、
箱
罠
の
仕
組
み
や
設
置
方
法
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
実
際
に
現
場
で
の
捕
獲
結
果

を
見
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
あ
り
、

今
後
、屋
久
島
森
林
管
理
署
で
は
「
巾

着
式
網
箱
罠
」
の
設
置
を
試
験
的
に

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

１
月

日
、
公
益
財
団
法
人
屋
久
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島
環
境
文
化
財
団
は
、
屋
久
島
環
境

文
化
村
セ
ン
タ
ー
に
て
公
開
し
て
い

る
縄
文
杉
の
ク
ロ
ー
ン
苗
の
愛
称

を
、「
も
じ
ょ
ん
杉
」
に
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
苗
は
、
積
雪
の
た
め
落

下
し
た
縄
文
杉
の
枝
「
い
の
ち
の
枝
」

か
ら
育
成
し
た
ク
ロ
ー
ン
苗
で
、
多

く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き
、
屋
久

島
の
自
然
環
境
へ
の
理
解
に
繋
が
れ

ば
と
、
昨
年

月
に
屋
久
島
森
林
管

11

理
署
が
当
財
団
へ
提
供
し
た
も
の
で

す
。苗

の
公
開
と
併
せ
て
当
財
団
が
愛

称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

作
品
も

120

の
愛
称
が
島
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
、

鹿
児
島
市
在
住
の
川
路
裕
子
さ
ん
の

作
品
「
も
じ
ょ
ん
杉
」
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。「
も
じ
ょ
」
と
は
鹿
児
島

の
方
言
で
「
か
わ
い
い
」
の
意
。
島

内
外
か
ら
多
く
の
方
々
に
親
し
ま
れ

る
よ
う
に
と
「
じ
ょ
う
も
ん
杉
」
を

ひ
ね
っ
て
考
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

屋
久
島
の
玄
関
口
に
あ
り
、
気
軽

に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
も
じ
ょ

ん
杉
」。
是

非
皆
様
も

会
い
に
行

か
れ
て
は

い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

『洋上アルプス№２１５号裏面』屋久島森林環境保全センター

《 屋久島の猛禽 》

｢猛禽類｣とは､鋭いツメやクチバシを持ち､他の動物やその死骸を

食べる鳥達のことを言います｡今回は､屋久島でも比較的目にする

機会が多い猛禽たちを紹介します｡

【トビ】最も身近な猛禽であり､街にいても上空を旋回する姿を見か

けます｡釣り場では､捨てられた魚を食べてくれる掃除屋さんです｡

【ノスリ】トビと同じくらいの大きさですが､腹巻きの様な模様と丸みの

ある尾羽が見分けのポイントです｡農耕地の周辺でよく見かけます｡

【ミサゴ】魚を主食としているため､獲物を見つけると水中へダイブし

ます｡白い体色と褐色の過眼線が特徴的なので､識別は容易です｡

【ハヤブサ】他の鳥類を捕らえて食べるため､屋久島の海岸線では､

渡りのヒヨドリを追う姿が観察できます｡狩りの際に急降下する速度

は､鳥類一と言われています｡

【チョウゲンボウ】ハヤブサの仲間で､小鳥や昆虫等の小動物を捕

食します｡電柱等に止まって獲物を探すことが多いですが､時折､停

空飛行（ホバリング）をして獲物に狙いを定める姿も見かけます｡

【サシバ】春・秋の渡りの時期に､集団で屋久島を通過しますが､少

数の個体は島内でも越冬するようです｡百羽を越える群れが竜巻の

ように飛翔する､「タカ柱」は壮観です｡

屋久島の野鳥

巾

着

式

網

は

こ

わ

な

キ

ャ

ラ

バ

ン

ハヤブサ チョウゲンボウ ミサゴ

ノスリ
サシバ トビ

屋 久 島 生 態 系 モ ニ タ リ ン グ
屋久島西部地域における

ヤクタネゴヨウ生育調査（平成21年度）
**ヤクタネゴヨウ群落調査②470mプロット
[プロットの状況]急峻な地形で沢の源頭部近くの小尾根上露岩地｡
両側は切り立った崖で､風通しがよく乾燥気味の場所｡地形的には､
照葉樹の旺盛な生育が困難な場所だが､実際はウラジロガシやイス
ノキ､マテバシイ､クロバイ､タイミンタチバナなどの照葉樹の樹冠が
発達しつつあり､足元には照葉樹の落葉腐植層(リター層：腐葉土)
が厚く堆積｡本プロットには､５本のヤクタネゴヨウ生立木(プロット外)
と２本の立枯木(プロット外)がある｡本プロットにおいては､標高420m
･560mプロットと相違し､ヤクタネゴヨウ生立木へのシロアリ穿入痕と
根株腐朽が見られないが､風衝による樹形の変形木が多い｡
[５年前との経年変化]前回と今回のプロットは､同一箇所ではない
が､林分構造(階層構造や林分の発達段階等)は近似している｡今回
は低木層の多くがヤクシカ摂食等の影響により､植被率･種数･本数
いずれも少ない｡摂食を比較的多く受けているタイミンタチバナ･マ
テバシイ･ウラジロガシの本数が減少し､優占種がタイミンタチバナか
らサクラツツジに変化｡また､高木性樹種の稚樹が見当たらなかっ
た｡草本層優占種は前回のタイミンタチバナから今回はヤクシカ不
食種のヨゴレイタチシダに変化｡一方､一部の低木層は成長して亜
高木層へ､一部の亜高木層は成長して第2高木層へと移動した直
後と思われ､今回のプロットの方が亜高木･第2高木層の種数や本数
が多く､第2高木層の植被率の多さが顕著である｡このように亜高木･
第2高木層の照葉樹の生育が旺盛なため､その影響でヤクタネゴヨ
ウの根元付近の土壌が､かつての貧栄養土壌から照葉樹の落葉腐
植層が厚く堆積した土壌へと変化しつつあった｡また､照葉樹の樹
冠の発達は､林床への光の到達を遮り､ヤクタネゴヨウの実生苗の発
芽とその後の生育に影響を与えているものと考えられ､実生苗は確
認できなかった｡

職員が〝シカ〟になってのデモンストレーション

縄
文
杉
ク
ロ
ー
ン
苗
の
愛
称
決
ま
る


